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合併・選挙・議会報告

活躍の記録

国体推進室だより

献茶式・お茶会

教育委員会だより

情報ひろば

～ 庭で思う・茶道の心 ～

　115周年の記念行事の一つ周年の記念行事の一つ�
「お茶会」会場での一コマ。「お茶会」会場での一コマ。�
道益苑でお茶を一服いただき、道益苑でお茶を一服いただき、�
渡り廊下で八森苑へ。見事な渡り廊下で八森苑へ。見事な�
庭を眺めると茶の湯の心に少庭を眺めると茶の湯の心に少�
しふれた気持ちになりました。しふれた気持ちになりました。�

　115周年の記念行事の一つ�
「お茶会」会場での一コマ。�
道益苑でお茶を一服いただき、�
渡り廊下で八森苑へ。見事な�
庭を眺めると茶の湯の心に少�
しふれた気持ちになりました。�



市
町
村
合
併
報
告

第
18
回
一
市
七
町
合
併
協
議
会

合
併
期
日
は
平
成
17
年
３
月
22
日
に
決
定
!!

― 

期
日
が
決
り
い
よ
い
よ
協
議
も
大
詰
め
の
段
階
へ
―

18
回
協
議
会
は
？

　
合
併
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
、
合
併

期
日
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
市
の
事
務
組
織
と
機
構
が

協
議
の
場
へ
。

   

前
回
、
内
容
の
一
部
が
協
議
さ

れ
た
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
再
び
継
続
協
議

と
な
り
ま
し
た
。

（
協
議
事
項
）

協
議
第
58
号

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

　
合
併
の
期
日
は
、
平
成
17
年
３

月
22
日
と
す
る
。

以
上
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

協
議
第
59
号

事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い
に

つ
い
て

　
新
市
の
事
務
組
織
及
び
機
構
に

つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
充
分
に
配
慮
し
、

次
の
事
項
を
基
本
と
し
て
整
備
す

る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
新
市
に

お
い
て
は
、
常
に
そ
の
組
織
及
び

運
営
の
見
直
し
、効
率
化
に
努
め
、

規
模
等
の
適
正
化
を
図
る
も
の
と

す
る
。

〈
新
市
の
事
務
組
織
及
び
機
構
の

整
備
指
針
〉

真剣な協議を続ける委員

（
１
）
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
利

用
し
や
す
い
組
織
・
機
構

（
２
）
住
民
の
声
を
適
正
に
反
映
で

き
る
組
織

（
３
）
地
方
分
権
社
会
に
お
け
る
行

政
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
組

織
・
機
構

（
４
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
推

進
に
つ
い
て
、支
援
で
き
る
組
織
・

機
構

（
５
）
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機

構以
上
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

（
継
続
）
協
議
第
57
号

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

　
県
と
の
事
前
協
議
が
な
さ
れ
、

文
中
の
文
字
の
軽
微
な
修
正
が
30

箇
所
、
県
の
関
係
す
る
６
事
業
が

計
画
か
ら
削
除
（
５
事
業
は
事
業

決
定
し
て
お
ら
ず
、
１
事
業
は
16

年
で
終
了
）、以
上
の
点
を
修
正
し

再
度
県
と
協
議
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
追
加
の
協
議
事
項
で
次
の
項
目

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
矢
島
町
が

継
続
し
て
意
見
を
述
べ
て
お
り
ま

す
、
地
域
自
治
の
組
織
に
つ
い
て

も
第
60
号
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
　

今回も多くの傍聴者が詰めかけた

協
議
第
60
号

地
域
審
議
会
及
び
地
域
自
治
区
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
地
域
審
議
会
、

ま
た
は
地
方
自
治
法
及
び
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
地
域
自
治
区
の
設
置
に
つ

い
て
合
併
時
ま
で
検
討
す
る
。

　
今
回
正
式
に
地
域
自
治
に
関
す

る
内
容
が
協
議
の
場
に
上
が
り
、

合
併
時
ま
で
に
検
討
を
す
る
事
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
自
治
区
に
つ
い
て
は
、
施

行
に
向
け
現
在
国
に
お
い
て
詳
細

な
検
討
が
重
ね
ら
れ
い
る
段
階
で

す
の
で
、
国
の
方
針
が
決
り
次
第

協
議
い
た
し
ま
す
。

　
次
に
先
月
協
議
第
55
号
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
「
字
の
区
域
及
び
名

称
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
上
記
の

協
議
第
60
号
と
関
連
い
た
し
ま
し

て
次
の
一
項
を
最
終
段
落
に
追
加

し
変
更
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

協
議
第
61
号

字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
扱
い
の

変
更
に
つ
い
て

※
な
お
、
地
域
自
治
区
が
設
置
さ

れ
る
場
合
に
は
、
一
市
七
町
と
も

現
行
の
大
字
の
前
に
現
市
町
名
を

付
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

以
上
の
一
項
を
加
え
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
協
議
会
で
実
質
的
な
協

議
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
次
回

は
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
に
つ

い
て
の
同
意
と
合
併
協
定
書
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
次
回
の
合
併
協
議
会
は
８
月
２

日
、
午
後
１
時
30
分
よ
り
本
荘
市
・

本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
し
ま
す
。



有効投票数４ ,４５４票、内２ ,７１３票（６０ .９１％）を獲得し当選

　６月２７日（日）、合併までの８ヶ月、矢島町として最後の舵取りをする、町長選挙が行

われました。新人・松田よしひろ氏と現職・佐藤清圓氏（届出順）の一騎打ちとなった今回

の選挙は、現職の佐藤清圓氏が有権者の支持を集め当選となりました。

　当日は会場に大勢の支持者が集まり、選挙の行方を見守りました。午後８時半頃に当落

が判明しました。

平成16年6月27日執行矢島町選挙開票結果

  

６
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３

日
間
の
会
期
で
第
３
回
の
定
例
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
　

　
初
め
に
町
長
の
行
政
報
告
が
あ

り
、
合
併
の
進
捗
状
況
、
矢
島
警

察
署
の
統
合
に
伴
い
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
為
に
県
警
と
町
の
協
議
を

重
ね
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
中
学
校
建
設
、
15
年
度

決
算
、
町
税
徴
収
状
況
、
健
康
づ

く
り
、
少
子
化
対
策
、
病
害
虫
対

策
、
国
道
１
０
８
号
線
の
県
・
国

と
の
協
議
状
況
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
報
告
１
、

承
認
５
、
議
案
は
16
年
度
の
各
予

算
の
補
正
を
含
む
10
で
、
す
べ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
15
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

８
、
９
５
４
千
円
を
歳
入
歳
出
に

そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
、
総
額
４
、
６

４
７
、
９
２
０
千
円
へ
。

〇
15
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
１
２
、
７
６
６
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
歳
入
歳
出
に
追
加
し
、
総

額
８
０
６
、
８
７
７
千
円
へ
。

当日の有権者数�

　　　　投票者数　　　　　　　　　　　　　　　　　 D+K+L�

　　　　投 票 率　　　　　　　　　　　　　　　B /A×10 0％�

　　　　　　　　投票者数　　　　　　　　　　　　　　　 E+ I�

　　　　　　　　　　有効投票率　　　　　　　　　　 F+G+H�

　　　　　　　　　　　　　得票総数　　　　　　　　　　　　 S�

　　　　　　　　　　　　　按分の際切り捨てた票数�

　　　　　　　　　　　　　いずれの候補者にも属さない票数�

　　　　　　　　　　無効投票数�

　　　　　　　　　　無効投票率　　　　　　　　I /D×1 0 0％�

　　　　　　　　不受理�

　　　　　　　　持ち帰り�

届出順位�

１�

２�

候補者氏名�

松田　よしひろ�

佐　藤　清　円�

党　派�

無所属�

無所属�

得票数�

1,741�

2,713

当落の別�

�

当�

得票総数　　　　　　　　　　　　　　S 4,454

5,073�

4,489�

88.49�

4,488�

4,454�

4,454�

0�

0�

34�

0.76�

1�

0

A�

B�

C�

D�

E�

F�

G�

H�

I�

J�

K�

L



“おいしいです” “結構です”と言っていただける、これ以上の喜びはないと語る宗家・小堀宗実氏

による流れるような作法。その美しさに観客の熱い視線が注がれます。

　
６
月
５
日
（
土
）
龍
源
寺
に
て

遠
州
流
宗
家
十
三
世
家
元
で
あ
る

小
掘
宗
実
氏
に
よ
る
献
茶
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
遠
州
と
矢
島
の
関
係
は
古
く
１

６
４
０
年
に
矢
島
へ
移
封
さ
れ
た

生
駒
家
４
代
目
・
高
俊
公
の
正
室

と
遠
州
公
の
正
室
が
大
名
・
藤
堂

高
虎
の
養
女
で
あ
る
と
い
う
浅
か

ら
ぬ
縁
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
そ
の
遠
州
流
の
家
元
を
お

迎
え
し
、
立
町
百
十
五
周
年
を
記

念
し
て
献
茶
式
、
お
茶
会
、
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当日は多くの茶道愛好者が訪れた

　
講
演
で
は
家
元
・
小
堀
宗
実
氏

に
よ
る「
茶
の
湯
か
ら
見
た
日
本
」

と
い
う
題
に
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

家
元
の
お
話
…
茶
道
と
い
う
と
作

法
ば
か
り
が
い
わ
れ
ま
す
が
、

色
々
な
角
度
か
ら
の
魅
力
が
あ
り

ま
す
。ま
ず
は「
お
い
し
い
お
茶
」、

気
持
ち
の
い
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
究
極
は
一
服
の
お
茶
を
喜
ん

で
い
た
だ
く
事
が
目
標
で
あ
り
、

そ
れ
が
誰
で
あ
れ
同
じ
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
一
つ
の
文
化
と
し
て

集
大
成
し
た
も
の
が
茶
道
と
い
え

ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

な
れ
な
い
作
法
に

お
っ
か
な
び
っ
く
り

　
献
茶
式
が
開
か
れ
る
前
日
に

は
、矢
島
保
育
園
の
園
児
を
迎
え
、

道
益
苑
に
て
お
茶
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
園
児
は
は
じ
め
て
の
作
法
と
お

ご
そ
か
な
雰
囲
気
に
戸
惑
い
気

味
。

　
し
か
し
小
堀
宗
実
家
元
の
や
さ

し
い
語
り
か
け
に
少
し
緊
張
が
解

け
た
様
子
で
し
た
。

　
お
抹
茶
を
飲
む
と
お
い
し
い
の

声
も
聞
か
れ
、お
茶
会
終
了
後
、家

元
か
ら
修
了
証
が
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



町の話題
　今年は台風が早くもやって
きていますね。突然の暑さに
びっくりすることも。しか
し、ジメジメした梅雨ももう
少しの辛抱です。からりとし
た空を待ちながら今月も町の
話題をご紹介します。

「東証上場の森」植樹祭
　６月１日。㈱東京証券取引所の初代社
長である故・土田正顕氏が矢島の出身で
あることを縁に、社会活動の一環として
植林場所を探していた同社が花立に東証
上場の森を設立したものです。当日は晴
天に恵まれ、東証の現社長であります鶴
島氏や上場企業の社長もお越しいただき
盛大に植林が行われました。

納税推進員会議で

１１団体、２個人表彰
　平成16年度納税推進員会議が6月15日、

福祉会館にて行われました。

　納税に対する長年の功績に対し、佐藤町

長より表彰状が左記の個人・団体に贈られ

ました。

組
合
創
立
50
年
以
上
の

納
税
貯
蓄
組
合

丸
森
　
納
税
貯
蓄
組
合

田
中
町
　
納
税
貯
蓄
組
合

舘
町
　
納
税
貯
蓄
組
合

谷
地
沢
　
納
税
貯
蓄
組
合

坂
之
下
郷
内
　
納
税
貯
蓄
組
合

下
坂
之
下
　
納
税
貯
蓄
組
合

坂
之
下
中
屋
敷
　
納
税
貯
蓄
組
合

坂
之
下
小
石
原
　
納
税
貯
蓄
組
合

坂
之
下
大
石
原
　
納
税
貯
蓄
組
合

新
町
　
納
税
貯
蓄
組
合

郷
内
　
納
税
貯
蓄
組
合

納
税
貯
蓄
組
合
長
10
年
以
上

砂
子
沢
納
税
貯
蓄
組
合
長

秋
　
山
　
　
勲

上
原
納
税
貯
蓄
組
合
長

佐
々
木
與
治
郎

　矢島町敬老会
　６月１３日に今年も矢島町敬老会が盛大に開催されました。対
象者（７５歳以上の男女）は男性が３４８人、女性が５５７人（４
月１日時点）と昨年より５７人増加しております。
　また８０歳となられ記念品が贈られた方は６５名おられ皆さん
元気一杯で贈呈式を終了いたしました。
　恒例の余興では、踊りや歌など１０の演目が披露され、会場の
声援を浴びておりました。また飛び入りで詩吟や民謡を披露する
方もおり、若い人でも出ないような張りのある声でステージを盛
り上げました。
　最後は万歳三唱により来年の再会を祈念し、別れを惜しみつつ
閉会となりました。お手伝い頂きました各団体の皆様、ありがと
うございました。 80歳おめでとうございます

女性の最高齢者

相　庭　アサエさん（１０１歳）新所
男性の最高齢者

佐々木　良太郎さん（９９歳）沢内

敬老会対象者（平成16年6月4日現在）

※年齢は平成16年4月1日現在の満年齢です。

年齢� 人数� 年齢� 人数� 年齢� 人数�

101歳� 1人� 91歳� 14人� 81歳� 63人�

100歳� 人� 90歳� 16人� 80歳� 65人�

99歳� 2人� 89歳� 13人� 79歳� 65人�

98歳� 1人� 88歳� 27人� 78歳� 86人�

97歳� 4人� 87歳� 33人� 77歳� 92人�

96歳� 1人� 86歳� 25人� 76歳� 93人�

95歳� 3人� 85歳� 25人� 75歳� 107人�

94歳� 4人� 84歳� 44人�

93歳� 5人� 83歳� 53人�

92歳� 13人� 82歳� 50人� 合計� 905人�



団体・個人とも県大会出場を決めた剣道と卓球

個
人
５
名
、
団
体
３
チ
ー
ム
が
見
事
県
大
会
へ
!!

　
　
　
県
大
会
で
の
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す

郡市総体結果一覧

※（☆）は県大会出場

〇卓球　団体戦　男子　優勝（☆）

　　　　　　　　女子　３位（☆）

　　　　個人戦　男子　準優勝　三浦公貴（☆）

　　　　　　　　　　　５　位　佐藤祐喜（☆）

　　　　　　　　　　　　　　　佐藤光成

　　　　　　　　　　　　　　　草野　葵　

　　　　　　　　　　　　　　　麻生　翔

　　　　　　　　　　　　　　　阿部寿哉

　　　　　　　　女子　５　位　柴田裕未（☆）

〇剣道　団体戦　男子　優勝（☆）

　　　　　　　　女子　予選敗退

　　　　個人戦　男子　準優勝　

　　　　　　　　　　　佐藤裕平（３年）（☆）

　　　　　　　　　　　５　位

　　　　　　　　　　　佐藤　薫（３年）（☆）

　　　　　　　　女子　入賞者なし

〇柔道　団体戦　　対南中　0：5　　対金浦　0：3

　　　　　　　　　対出羽　0：5　　対北中　0：5

　　　　個人戦　66キロ級　３位　村上卓弥（３年）

　　　　　　　　81キロ級　３位　佐藤知之（２年）

〇バレーボール　予選リーグ　対北中　0：2

　　　　　　　　　　　　　　対金浦　2：1

　　　　　　　　決勝リーグ  対仁賀保　0：2

〇野球　準決勝　　 対鳥海　　　　4：5×

〇ソフトボール　　１回戦　対象潟　4：14　　

〇ソフトテニス　　予選リーグ　対仁賀保　1：2

　　　　　　　　　　　　　　　対西目　   1：2

　　　　　　　　　個人戦は入賞・（☆）なし

〇サッカー　　　　１回戦　　対由利　0：8

　　　　　　　　　敗復１回戦　  対金浦 0：4

第
18
回
秋
田
県
中
央
地
区
・

　
県
南
地
区
親
善
空
手
道
大
会

　
兼
東
北
大
会
・
全
国
大
会
予
選

小
学
校
・
形
の
部

１
位
　
二
年
初
級
形
一
部
　
　
　
北
島
和
明

３
位
　
三
・
四
年
　
〃
　
　
　
　
三
浦
利
穂

１
位
　
〃
上
級
男
子
形
　
　
　
大
杉
慎
太
郎

３
位
　
〃
上
級
女
子
形
　
　
　
　
黒
木
未
央

３
位
　
五
・
六
年
初
級
男
子
形
　
木
村
優
太

３
位
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
土
田
裕
貴

４
位
　
〃
　
上
級
男
子
形
　
　
　
佐
藤
先
晃

小
学
校
・
組
手
の
部

１
位
　
二
年
初
級
一
部
組
手
　
　
北
島
和
明

１
位
　
三
・
四
年
上
級
男
子
組
手大

杉
慎
太
郎

３
位
　
五
・
六
年
初
級
男
子
組
手
木
村
優
太

１
位
　
〃 

中
級
女
子
組
手
　
　
　
伊
東
悠
香

３
位
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
紀

３
位
　
〃
上
級
男
子
組
手
　
　
　
佐
藤
先
晃

小
学
校
　
団
体
の
部

２
位
　
高
学
年
団
体
　
矢
島
Ｂ

　
　（
大
杉
慎
太
郎
・
黒
木
未
央
・

　
　
　
佐
藤
穂
奈
美
）

中
学
校
上
級
男
子
形

２
位
　
佐
藤
　
健
　

入
賞
な
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



矢
島
の
小
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
へ

　
　
教
育
委
員
　
打
矢
　
正
敏

　
人
生
は
長
い
よ
う
で
短
い
、
今

皆
さ
ん
は
自
分
の
人
生
の
基
礎
基

本
を
形
成
し
て
い
る
時
期
で
あ
り

ま
す
。

　
家
を
建
て
る
こ
と
に
例
え
る
と

基
礎
工
事
の
部
分
か
と
思
わ
れ
ま

す
。（
ど
ん
な
家
を
建
て
る
か
図
面

を
書
く
段
階
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）

ど
の
よ
う
な
家
を
建
て
る
か
で
基

礎
工
事
も
変
わ
り
ま
す
が
こ
の
基

礎
工
事
次
第
で
そ
の
上
に
立
つ
家

が
決
ま
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
自
分
の
人

生
設
計
や
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

で
基
礎
工
事
の
や
り
方
や
カ
タ
チ

が
見
え
て
来
る
と
思
い
ま
す
。（
皆

さ
ん
の
今
や
る
べ
き
こ
と
）
そ
し

て
そ
の
目
標
設
定
は
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
良
い
、
な
ぜ
な
ら
目
標
に

近
づ
く
の
も
早
い
し
早
け
れ
ば
修

正
も
可
能
だ
か
ら
で
す
。（
も
し
自

分
自
身
に
明
確
な
目
標
が
あ
る
の

な
ら
こ
の
先
を
読
む
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

　
自
分
の
な
り
た
い
も
の
は
何
だ

ろ
う
か
？
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
今
な
ら
皆
さ
ん
は
、
な
り
た

い
も
の
に
は
何
に
で
も
な
れ
る
可

能
性
が
残
っ
て
い
ま
す
。
何
故
な

ら
皆
さ
ん
は
基
礎
工
事
（
図
面
書

き
）を
始
め
た
ば
か
り
で
す
か
ら
。

　
そ
こ
で
、
夢
や
希
望
を
掲
げ
た

り
、
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
大

事
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て

夢
の
実
現
（
ド
リ
カ
ム
）
に
向
け

て
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

①
Ｎ
Ｏ
ド
リ
ー
ム

②
Ｎ
Ｏ
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
Ｎ
Ｏ
サ
ク
セ
ス

　
小
さ
な
目
標
で
も
そ
の
目
標
が

明
確
で
あ
れ
ば
人
間
は
そ
れ
に
対

し
て
潜
在
意
識
が
働
き
準
備
や
行

動
が
自
然
に
向
き
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
な
ど
に

つ
い
て
い
る
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト

装
置
と
同
じ
で
自
動
的
に
目
的
地

に
向
け
て
進
路
を
修
正
し
な
が
ら

飛
行
し
ま
す
。

　
鳥
海
山
の
頂
上
に
立
ち
た
い
と

い
う
希
望
（
目
標
）
が
あ
れ
ば
、
い

つ
登
る
の
か
、
ど
の
コ
ー
ス
を
登

る
の
か
、
服
装
は
？
と
様
々
な
準

備
の
必
要
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

（
家
か
ら
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
散

歩
に
出
て
、
気
が
付
い
た
ら
鳥
海

山
の
頂
上
に
立
っ
て
い
た
な
ど
と

い
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。）

　
そ
れ
で
は
自
分
の
目
標
が
わ
か

ら
な
い
人
は
ど
う
や
っ
て
探
せ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
自
身

の
願
望
・
希
望
を
明
確
に
す
る
方

法
の
ひ
と
つ
に
『
夢
の
３
０
０
リ

ス
ト
』
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す

①
自
分
の
な
り
た
い
も
の

②
自
分
の
ほ
し
い
も
の

③
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

な
ん
で
も
良
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１

０
０
ヶ
（
計
３
０
０
ヶ
）
書
き
出

し
て
見
て
下
さ
い
、
小
さ
な
こ
と

で
も
大
き
な
こ
と
で
も
な
ん
で
も

良
い
か
ら
書
き
出
し
て
見
る
こ
と

で
す
、
な
か
な
か
書
き
出
せ
な
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
な
り
た
い

も
の
な
ら
プ
ロ
野
球
の
選
手
で
も
、

総
理
大
臣
で
も
、
ク
ラ
ス
委
員
で

も
部
活
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
も
。
ほ

し
い
も
の
な
ら
、
お
金
で
も
車
で

も
家
で
も
ゲ
ー
ム
機
で
も
。
や
り

た
い
こ
と
な
ら
、
海
外
旅
行
で
も

魚
釣
り
で
も
何
で
も
書
き
出
し
て

み
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中
か
ら
自

分
の
気
持
ち
が
見
え
て
来
ま
す
。

　
志
を
高
く
（
物
を
測
る
の
は
モ

ノ
サ
シ
、
人
を
量
る
の
は
コ
コ
ロ

ザ
シ
）、
正
し
い
方
向
（
世
の
中
の

役
に
立
つ
こ
と
）
へ
向
け
て
本
気

で
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
が
矢
島

小
・
中
学
校
の
校
歌
で
す
。

　
♪
仰
げ
進
め
希
望
の
高
嶺
を
さ

し
て
♪
　
♪
世
の
た
め
人
の
た
め

進
み
ゆ
か
ん
♪
　
今
一
度
校
歌
を

か
み
し
め
て
下
さ
い
。

　
最
後
に
元
巨
人
軍
監
督
長
島
茂

雄
氏
の
モ
ッ
ト
ー
を
紹
介
し
ま

す
。『
☆
本
気
で
す
れ
ば
大
抵
の
こ

と
は
で
き
る
☆
本
気
で
す
れ
ば
何

で
も
面
白
い
☆
本
気
で
し
て
い
る

と
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
』
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　
運
命
を
切
り
開
く
の
は
自
分
で

す
、
境
遇
を
つ
く
る
の
も
自
分
で

す
。
夢
や
目
標
を
高
く
掲
げ
て
下

さ
い
、
短
い
人
生
を
有
意
義
に
過

ご
す
た
め
に
も
。

ど
う
ぞ
　
お
い
で
く
だ
さ
い
！

　
７
月
15
日
（
木
）
は

               

　 

フ
リ
ー
参
観
日

　
矢
島
中
学
校
で
は
今
年
度
の
事

業
計
画
に
従
い
ま
し
て
、「
フ
リ
ー

参
観
」を
お
こ
な
い
ま
す
。フ
リ
ー

参
観
は
本
校
に
取
り
ま
し
て
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、

『
子
ど
も
の
日
ご
ろ
の
様
子
を
知

り
、
家
庭
で
の  

子
育
て
や
担
任

と
の
共
通
理
解
に
少
し
で
も
役
立

て
ら
れ
る
機
会
に
』
と
い
う
趣
旨

で
行
い
ま
す
。
ど
の
時
間
帯
で
も

参
観
で
き
ま
す
の
で
、
お
仕
事
の

都
合
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
皆

様
の
ご
来
校
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
安
全
へ
の
配
慮
と
し
て
、
玄
関

で
受
付
を
し
ま
す
。

※
授
業
科
目
等
は
子
ど
も
さ
ん
の

時
間
割
を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

▼
お
問
合
せ

矢
島
中
学
校
（
℡
56-

２
０
６
２
）



国体推進室だより
～中高全県大会のようす・ソフトボールについて～

選手宣誓

鳥海山をバックに熱戦が展開

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

中
高
全
県
大
会
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
熱
戦
!!

-

７
月
に
は
県
ト
ッ
プ
選
手
が
集
う
県
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
競
技
が
開
催-

県
民
体
育
大
会
成
年
男
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
大
会
開
催
・
・
・

　　
秋
田
わ
か
杉
国
体
に
向
け
た
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
し
て
次
の
大

会
が
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
東
北
総
体
（
ミ

ニ
国
体
）
及
び
埼
玉
国
体
「
彩
の

国
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
に
つ
な
が
る

大
事
な
大
会
で
す
。
秋
田
県
内

ト
ッ
プ
の
選
手
が
参
集
致
し
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
ご
声
援
願
い

ま
す
。

　
な
お
、
５
月
末
か
ら
３
週
間
連

続
で
中
学
校
、
高
等
学
校
の
全
県

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

期
間
中
雨
天
の
為
、
一
部
消
化
出

来
な
か
っ
た
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
し

た
が
、
概
ね
盛
会
裏
に
終
了
致
し

ま
し
た
。
新
規
に
購
入
し
ま
し
た

外
野
フ
ェ
ン
ス
の
評
判
も
よ
ろ
し

く
大
会
主
催
者
側
か
ら
も
歓
迎
看

板
等
と
併
せ
て
大
変
好
評
で
し

た
。

　
ま
た
、
複
数
の
チ
ー
ム
に
地
元

の
生
徒
が
選
手
と
し
て
出
場
し
て

い
た
事
も
あ
り
会
場
の
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
近
年
に
な
く
大
勢
の
観

客
の
ご
声
援
が
あ
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
全
国
大
会
へ
は
矢
島
町

の
選
手
の
出
場
権
確
保
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
第
55
回
県
民
体
育
大
会
成
年
男

女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

▼
日
時
　
　
７
月
10
日
（
土
）

〜
11
日
（
日
）

▼
会
場
　
　
矢
島
町

　
　         

　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
秋
田
県
体
育
協
会
主
催
事
業
で

あ
り
ま
す
の
で
、
矢
島
町
体
育
協

会
会
員
の
皆
様
に
は
選
手
の
ご
声

援
方
、
大
会
運
営
に
も
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
に
は
、
東
北
総

合
体
育
大
会
（
ミ
ニ
国
体
）
が
秋

田
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
会
場
は
未
定
で
す
が
、
国
体

会
場
地
で
の
開
催
予
定
で
す
の
で

本
町
で
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
大
会
運
営
に
は
協
会
員
の
皆

様
の
全
面
的
な
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会

に
大
会
を
御
観
戦
願
い
ま
す
。

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
強
化
指
定
選

手
」
矢
島
町
関
係
者
・
・
・

　　
秋
田
わ
か
杉
国
体
強
化
選
手
指

定
証
交
付
式
が
、
秋
田
県
体
育
協

会
の
主
催
に
よ
り
平
成
16
年
５
月

22
日
に
秋
田
県
立
武
道
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
上
で
、
矢

島
町
の
関
係
者
も
指
定
選
手
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま

す
。三
年
後
に
開
催
さ
れ
ま
す「
秋

田
わ
か
杉
国
体
」
で
一
人
で
も
多

く
活
躍
さ
れ
ま
す
事
を
ご
期
待
致

し
ま
す
。

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
真
坂
　
正
（
新
所
）

　
佐
々
木
弘
樹
（
砂
子
沢
）

　
植
田
智
佳
（
栄
町
）

◎
ボ
ー
ト

　
豊
嶋
憲
一
郎
（
上
新
荘
）

　
佐
藤
芳
則
（
築
舘
）

◎
剣
道

　
山
田
　
薫
（
矢
越
）

　＊
今
後
、
二
次
・
三
次
の
指
定
選

手
が
発
表
さ
れ
次
第
、
そ
の
都
度

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

大会マスコット

《スギッチ》



矢
島
町
で
開
催
さ
れ
る
国
体
競
技
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
は
？
（
そ
の
２
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
や
テ
ク
ニ
ッ
ク

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ル
ー
ル

①
投
手
の
投
球
法

　
投
手
の
規
程
は
走
者
の
離
塁
規

程
と
と
も
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
二

大
特
色
を
示
す
も
の
で
す
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
投
手
は
打

者
に
対
し
て
、
野
球
で
い
う
ア
ン

ダ
ー
ス
ロ
ー
に
近
い
形
で
投
球
し

ま
す
が
、
野
球
の
ア
ン
ダ
ー
ス

ロ
ー
と
の
違
い
は
、
手
と
手
首
が

必
ず
体
測
線
を
通
過
し
な
が
ら
球

を
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
点
で
す
。
代
表
的
な
投
球
法
と

し
て
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
は
、
も
っ
と
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
投
げ
方
で
、
風
車

の
よ
う
に
腕
を
大
き
く
１
回
転
さ

せ
、
そ
の
遠
心
力
を
利
用
し
て
投

げ
る
為
、
大
き
な
ス
ピ
ー
ド
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
腕
の
回
転

は
１
回
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
打

者
を
幻
惑
さ
せ
る
為
に
何
回
転
も

腕
を
回
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
で
は
こ
の
投
球
法
が

全
盛
で
す
。

○
ス
リ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ス
リ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
「
原
点
」
と
も
い
え

る
投
げ
方
で
、
時
計
の
振
り
子
の

よ
う
に
腕
を
下
か
ら
振
り
上
げ
、

そ
の
反
動
を
利
用
し
て
前
方
に
振

り
戻
し
て
投
げ
る
投
法
。
ゴ
ム
の

パ
チ
ン
コ（
ス
リ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
）

の
動
き
に
似
て
い
る
の
で
こ
う
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
変
化
球
を
投
げ

る
に
は
不
向
き
で
あ
り
、
ボ
ー
ル

の
握
り
が
常
に
打
者
に
さ
ら
さ
れ

て
し
ま
う
た
め
、
現
在
で
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
投
球
法
に
お
い
て
も

投
球
は
打
者
に
対
し
て
下
手
投
げ

で
、
手
と
手
首
が
体
測
線
を
通
過

し
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
離
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
由
足
の
踏
み

出
し
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
プ
レ
ー
ト

の
前
方
で
両
端
の
延
長
線
上
及
び

そ
の
内
側
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、投
球
の
際
、ピ
ッ
チ
ャ
ー

は
踏
み
出
す
方
の
足
が
ピ
ッ

チ
ャ
ー
ズ
プ
レ
ー
ト
前
方
の
地
面

に
着
地
す
る
ま
で
軸
足
が
地
面
か

ら
離
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
投
球

規
程
に
違
反
し
た
時
は
「
不
正
投

球
」（
イ
リ
ー
ガ
ル
ピ
ッ
チ
）
が
宣

告
さ
れ
、打
者
に
は
ワ
ン
ボ
ー
ル
、

走
者
が
い
れ
ば
ワ
ン
ベ
ー
ス
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

②
走
者
の
離
塁
制
限

　
投
手
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
投
手

板
の
周
囲
に
描
か
れ
た
円
に
入
っ

て
い
る
時
は
、
各
走
者
は
そ
の

ボ
ー
ル
が
投
手
の
手
を
離
れ
る
ま

で
塁
に
触
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
も
し
、
投
手
の
投
球
が
投
手
の

手
を
離
れ
る
前
に
走
者
が
そ
の
占

有
す
る
塁
を
離
れ
る
と
、
そ
の
走

者
は
ア
ウ
ト
を
宣
言
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ー
ル
イ
ン
プ
レ
ー
中
に

８
フ
ィ
ー
ト
の
円
内
で
ボ
ー
ル
を

手
に
し
た
な
ら
ば
、
走
者
が
塁
間

で
立
ち
止
ま
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
ち
に
先
の
塁
に
進
む

か
、
元
の
塁
に
返
っ
て
触
塁
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
怠

る
と
走
者
は
ア
ウ
ト
を
宣
告
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、「
投
手
の
投
球
モ
ー

シ
ョ
ン
を
盗
ん
で
盗
塁
成
功
」
と

い
っ
た
こ
と
は
起
こ
り
え
ず
、

バ
ッ
テ
リ
ー
に
ミ
ス
が
な
け
れ
ば

盗
塁
は
な
か
な
か
成
功
し
ま
せ

ん
。

　
た
だ
し
、
野
球
と
違
っ
て
バ
ン

ト
が
多
用
さ
れ
る
た
め
、
１
塁
手

と
３
塁
手
が
ベ
ー
ス
よ
り
前
に
位

置
す
る
よ
う
な
前
進
守
備
を
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、「
三
盗
」
を
狙

う
ケ
ー
ス
は
多
い
も
の
で
す
。

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
上
、
三
塁
手

が
ベ
ー
ス
に
戻
る
の
か
、
遊
撃
手

が
ベ
ー
ス
カ
バ
ー
に
入
る
の
か
、

右
打
者
・
左
打
者
に
よ
っ
て
も
変

わ
り
ミ
ス
が
生
じ
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
ミ
ス
が
得
点
に

直
結
す
る
こ
と
が
多
く
、
イ
チ
か

バ
チ
か
で
「
三
盗
」
を
試
み
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
。

③
ゲ
ー
ム

　
攻
守
の
決
定
は
コ
イ
ン
で
行
い

ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
正
式
な

試
合
は
７
イ
ニ
ン
グ
で
終
了
し
ま

す
。
日
没
、
降
雨
そ
の
他
で
中
止

さ
れ
た
時
は
５
イ
ニ
ン
グ
以
上
の

均
等
回
が
過
ぎ
れ
ば
正
式
試
合
に

な
り
ま
す
。

　
７
回
終
了
時
、
同
点
の
場
合
は

８
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー
カ
ー
に
よ

り
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

＊
「
タ
イ
ブ
レ
ー
カ
ー
」

　
８
回
以
降
、
攻
撃
側
は
表
裏
と

も
、
前
回
最
後
に
攻
撃
を
完
了
し

た
選
手
を
二
塁
走
者
と
し
、
無
死

二
塁
の
状
況
を
設
定
し
て
、
打
者

は
前
回
か
ら
引
き
続
く
打
順
の
者

が
打
者
に
入
り
ま
す
。
そ
の
裏
も

同
様
に
継
続
し
、
一
方
の
チ
ー
ム

が
他
方
よ
り
多
く
得
点
す
る
ま
で

試
合
が
続
行
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
タ
イ
ブ
レ
ー
カ
ー
の
二

塁
走
者
に
代
走
を
送
る
こ
と
は
、

ル
ー
ル
上
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。



　年金改革関連法案が６月４日に可決されました。

今回の主な改正点は

①給付と負担の見直し（国庫負担1/3→ 1/2や保険料の引き上げ）

②多様な生き方、働き方に対応した制度の導入（パート労働者への

　厚生年金の適用拡大や離婚時の年金の分割等）

③保険料の徴収強化（多段階免除基準設定や若年者の納付猶予制度、３号被保険者の

　特例届出等）です。

　国会議員の年金保険料未納問題もありましたが、高齢者の生活を支える制度としての公的

年金が果たす役割は非常に大きいものがあります。子供ばかりに頼ることができない社会状

況の中で、年金を受給できないということがないようにしたいものです。

　ところで、将来年金を受給するためには、国民年金や厚生年金、共済年金等の納付や免除

期間をあわせて２５年以上の加入期間が必要です。せっかく会社に勤めていた時に厚生年金

保険料を納めていても、会社を辞めてから国民年金保険料を支払わなかったために厚生年金

を受給できないというケースもあります。

　そこで今月は、納付が困難な時の「免除申請」と年金額を少しでも上乗せしてゆとりある

生活を送るための「国民年金基金」について説明します。

【国民年金保険料の免除】

    国民年金の保険料は毎月納めることになっておりますが、失業や所得が少ない等により納

付が困難なときは、「保険料の免除制度」をご利用下さい。

　免除の申請には「全額・半額」の２種類があり、認められると全額、又は半額が免除され

ます。（半額免除の場合は、半額分の保険料を納付しないと未納になります。）

　また、免除の始期は申請した月の前月からとなりますので、１年分の免除を希望される方

は、８月末までに申請が必要です。お早めに届け出願います。

　なお、保険料を未納のままにしておきますと将来年金を受けられなくなる場合もあります。

　　　　　　手続きは、生活・環境課（℡55-4959）でおこなってください。

　　【国民年金基金】

　　　国民年金基金とは、自営業者の方など国民年金の第１号被保険者が受ける国民年金　

　（老齢基礎年金）に上積みの年金を支給して、老後の生活にゆとりと安心をもっていた　

　だくための公的な年金制度です。

「
改
正
児
童
手
当
法
」
成
立
に

伴
う
手
続
き
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
を

延
長
す
る
た
め
の
「
改
正
児
童
手

当
法
」
が
６
月
14
日
可
決
成
立
し
、

18
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
支
給
対
象

が
「
小
学
校
就
学
前
」
か
ら
「
小

学
校
３
年
生
」
ま
で
拡
大
さ
れ
ま

す
。

　
町
で
は
、
児
童
手
当
対
象
者
に

次
の
書
類
を
送
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、期
限
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

な
お
、
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
方
で
、
関
係
書
類
が
送
付
さ

れ
て
い
な
い
方
や
、
制
度
改
正
に

つ
い
て
の
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
下
記
担
当
ま
で
連
絡
願

い
ま
す
。

提
出
書
類

（
１
）
小
学
校
２
年
、
３
年
生
が
い

る
方
で

①
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
方
↓
「
認
定
請
求
書
」、「
年

金
加
入
証
明
」

②
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
↓
「
額
改
定
請
求
書
」、「
現

況
届
」、「
年
金
加
入
証
明
」



◎加入できる方
　20歳から59歳までの自営業や自由業などの国民年金の第１号被保険者。
　ただし、次の方は加入できません。
　・　国民年金の保険料を未納している方
　・　国民年金の保険料の納付が免除されている方
　・　農業者年金に加入している方

◎４つのメリット
　①掛金は、全額、社会保険料控除の対象となりますので、所得税や住民税が
　　軽減されます。
　②受け取る年金には、公的年金等控除が適用されます。
　③遺族の方が受け取る一時金は非課税です。
　④掛金は民間より、高い運用で割安に設定されています。

◎年金プラン【夫婦２人　年間300万円】
　65歳から夫婦合わせて年額３００万円、月額25万円を目指す場合
○仮定条件
　国民年金
　夫婦とも20歳から60歳まで40年間の保険料納付

　国民年金基金　
　    夫婦とも35歳から60歳まで25年間加入

○二人分の掛金(１ヶ月)
　　　  国民年金     　国民年金基金   　 　合　計　
　　 　 26,600円   ＋　 73,170円　  ＝　99,770円

○受けられる年金(二人分・１ヶ月)
　  国民年金   　　国民年金基金  　  　合　計　
　約13.2万円 　＋　 12万円　   ＝　 約25.2万円
　　　　　　
 ※　国民年金保険料は、平成16年度額

詳しくは　　秋田県国民年金基金
〒010-0001　秋田市中通１丁目４－３２(秋田センタービル５階)
　　　　　　フリーダイヤル　　(0120-65-4192)

～ 年金保険料を納めましょう ～

（
２
）
小
学
校
２
年
、
３
年
生
は
い

な
い
が
、
現
在
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
↓
「
現
況
届
」、「
年

金
加
入
証
明
」

(

例)①
小
学
校
１
年
生
の
み
を
お
持
ち

の
方

②
就
学
前
の
児
童
と
小
学
校
１
年

生
を
お
持
ち
の
方

③
就
学
前
の
児
童
の
み
を
お
持
ち

の
方

※
「
年
金
加
入
証
明
」
は
現
在
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
の
み

提
出
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
に
は
送
付
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

※
「
認
定
請
求
書
」
及
び
「
額
改

定
請
求
書
」
を
９
月
30
日
ま
で
提

出
さ
れ
た
場
合
は
、
４
月
に
遡
っ

て
の
支
給
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
請
求
の
翌

月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
願
い
ま
す
。（
例
：
11
月
に

請
求
し
た
場
合
は
12
月
分
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
。）

▼
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
・
環
境
課
住
民
係
児
童
手
当

担
当
（
℡
55-

４
９
５
９
）
ま
で



☆
胸
部
総
合
未
受
診
者
検
診

　
５
月
の
胸
部
総
合
検
診
に
お
い
て
、
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

を
対
象
に
再
度
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
検
診
は
、
肺
が
ん
な
ど
の
疾
患
の
他
に
結
核
に
つ
い
て

も
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
結
核
は
人
に
感
染
さ

せ
る
恐
れ
の
あ
る
疾
患
で
す
の
で
、
医
療
機
関
に
お
い
て
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
す
る
機
会
の
な
い
方
は
、
是
非
今
回
の

検
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
７
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
料
金
　
無
料

※
通
知
書
は
な
く
て
も
受
診
で
き
ま
す
が
、
５
月
に
配
付
し
た

　
通
知
書
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　【
献
血
車
来
町
】

　
左
記
の
日
程
で
献
血
車
が
来
町
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
全
血

▼
月
日
　
７
月
２
日
（
金
）

▼
場
所
・
時
間

・
矢
島
高
校
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分

・
矢
島
小
林
工
業
矢
島
工
場
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

・
Ｔ
Ｄ
Ｋ-

Ａ
Ｃ
Ｃ
　
　
　
　
　
午
後
２
時
50
分
〜
３
時
30
分

・
矢
島
消
防
署
　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
40
分
〜
４
時
30
分

本
荘
由
利
広
域
市
町
圏
組
合
立
休

日
応
急
診
療
所
（
旧
本
荘
由
利
医

師
会
病
院
脇
）
当
番
医
予
定

▼
診
療
時
間
　
　
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時

▼
問
い
合
わ
せ

　
℡
24-

３
９
１
７

《相談・健診》

◎なんでも健康相談

　日時　7月22日（木）

　　　　午前9時30分～11時30分

　場所　保健センター

　※健康に関する相談、体脂肪測定や血圧測

　　定、赤ちゃんの計測など実施しています。

　　お気軽にいらしてください。

◎乳児健診

　日時　7月22日（木）

　　　　午後1時

　場所　保健センター

　対象　平成15年7・9・12月

　　　　平成16年3月生

　持参するもの

　母子手帳、記入したアンケート用紙、

　バスタオル

　※3月生の方は、健康相談票をお持ちくださ

　　い。

《予防接種》

◎三種混合・追加
　日時　7月8日（木）
　　　　午後1時
　場所　保健センター
　対象　①平成16年1月生までで3回終了し
　　　　　ていない乳幼児
　　　　②3回目終了後1年経過した幼児

　※母子手帳と、記入した予診票をお持ち下さ
　　い。

健診・予防接種の日程は矢島町のホームページ

または、ｉモードでもご覧いただけます。

≪ホームページアドレス≫

http://www.town.yashima.akita.jp/

ｉモードアドレス

http://www.town.yashima.akita.jp/fukusi/

fukusi/imodo.html
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日
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日
本
で
一
番
多
い
ガ
ン

　
日
本
人
の
が
ん
の
特
徴
は
、
胃
が
ん
が
多
い
こ
と
で
す
。
が
ん
の
中
で
の
死
亡
数
は
、
肺
が
ん
に
続
き
２
位
、
が
ん
発
生
の
面
で
は
、
依
然
と
し
て
日

本
で
一
番
多
い
が
ん
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
胃
が
ん
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
高
濃
度
の
塩
分
摂
り
過
ぎ
に
注
意
す
る
、
緑
黄
色
野
菜
を
積
極
的
に
摂
取
す
る
な
ど
の
毎
日
の
心
掛
け
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
検
診
を
受
診
し
、
自
分
の
健
康
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※割り当て日以外でも、都合の良い日に受診して下さい。

平成16年度　胃検診日程表

実施月日� 実施場所� 対象部落�

7月  8日（木）�川原小坂会館�
川原小坂・砂子沢・杉沢・小板戸・�
田中・沢内�

7月  9日（金）� 福祉会館�
矢島町・丸森・七日町・新道・城新・
上ノ山小杉沢�

7月12日（月）� 福祉会館� 新丁・田中町・舘町・水上・針ヶ岡�

7月13日（火）�保健センター�中屋敷・上新荘・坂之下�

7月14日（水）�保健センター�栄町・栄町住宅・築館・元町郷内�

7月15日（木）�保健センター�山寺・下山寺・御嶽・金ヶ沢�

7月16日（金）�保健センター�
小田・沖小田・十二ヶ沢・軽井沢・�
大川原・荒沢�

7月20日（火）�保健センター�
田沢・上原・矢越・熊之子沢・新所・�
坂之下郷内・小田住宅・長泥・羽坂�

7月21日（水）�保健センター�豊町・新町・九日町・谷地沢・桃野�

7月22日（木）�保健センター�
持子・八ツ杉・中山・上野・上野平・�
須郷田・成沢・大谷地・濁川�

7月23日（金）�保健センター�事業所・木在�



申し込み・問い合わせ　まちの駅・七夕まつり実行委員会　電話55-4952（役場企画商工観光課）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話56-2206（商工会矢島支所）

7/3（土）15:00～ 20:00

１５：００～　フリーマーケット＆ビアガーデン

　（商工会、たまぐら塾、酔友会、由利高原鉄道、２

１プラス１、フリマ参加団体等）

　　前売券販売中！！　抽選会あり

１７：００～　ステージ発表

　（おどりの会、民謡愛好会）

　※ステージ発表への参加者（団体）も募集中！

　（参加を希望する方は下記までお問い合わせ下さい。）

町のみんなが集い、

　　  　フリマとビアガーデンで盛り上がろう。

　町の各種団体が結集して、駅前ひろばを会場に

「まちの駅・七夕まつり」を開催します。町民皆様

の多数のご参加をお待ちしております。

“まちの駅・七夕まつり”

フリーマーケット（駅の市）参加者募集

家族でも、仲間でも、小学生でもOK
家で眠っているもの、買ったけど使わないものな
ど、この機会に販売してみませんか。
①自分で品物（新品でも古いものでも）を出して、
　自分で値段をつけて売る。（もうけは、全部自分
　のもの）
②品物を実行委員会に寄付して好きなように売っ
　てもらう。（品物は、新品、未使用品に限る。）
★申し込み・問合せ
　２１プラス１　沼倉睦子　56-2844

　矢島町では、これまで定住促進を図るため、宅地分譲を行ってきております。

　現在、荒沢（ほたるの里・１区画）、下山寺（１区画）及び栩木田地区に９区画の宅地分譲を行って

おります。宅地購入を希望される方や詳細について知りたい場合は、役場企画商工観光課（５５－４

９５２）にお問合せ下さい。

所在地及び�
分譲価格�

矢島町七日町字下山寺地内1区画�
12,524円/㎡（41,400円/坪）�
矢島町荒沢字荒沢地内1区画�
9,393円/㎡（31,000円/坪）�
矢島町七日町字栩木田地内9区画�
13,030円/㎡（43,000円/坪）�

分譲面積� 300.95㎡～421.98㎡�

建ぺい率等�
建ぺい率70％、容積率360％～�
400％、壁面後退1.5ｍ�

道路幅員� 町道　幅員6ｍ�

その他�
上水道、公共下水道（荒沢を除く）�
宅地内電柱設置有�

契約条件�

契約時分譲価格の20％納付�

転売禁止　～　10年�
（買戻し特約有り）�



今
年
は
コ
ー
ス
が
変
わ
り
ま
す

-

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
と
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
一
部
）
が
変
更
と
な
り
ま
し
た-

　
今
年
も
７
月
31
日
（
土
）・
８
月

１
日
（
日
）
の
２
日
間
に
渡
っ
て

「
夏
の
風
物
詩
」
で
あ
る
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
国
道
１
０
８
号

線
の
通
行
止
め
に
よ
り
例
年
の
大

会
コ
ー
ス
が
使
用
で
き
な
い
た

め
、
広
報
折
込
み
チ
ラ
シ
の
よ
う

に
「
コ
ー
ス
の
変
更
」、「
車
両
等

へ
の
通
行
規
制
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
31
日

　
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

・
坂
之
下
〜
新
荘
〜
長
泥
間

（
12
時
30
分
〜
16
時
30
分
の
間
通

行
禁
止
）

８
月
１
日

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

・
ハ
ー
フ
ク
ラ
ス
　
花
立
ま
で

・
フ
ル
ク
ラ
ス
　
　
祓
川
ま
で

　※
８
時
〜
12
時
の
間
通
行
禁
止
と

な
り
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
事
務
局
で
は
、
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
大
勢
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内

容
は
次
の
と
お
り
２
部
門
で
す
。

（
ど
ち
ら
か
１
部
門
で
も
可
能
）

・
大
会
の
運
営
を
行
う
ス
タ
ッ
フ

（
選
手
接
待
、
記
録
集
計
な
ど
）

・
参
加
選
手
の
民
泊
受
入

（
昨
年
は
７
軒
で
38
名
が
宿
泊
し

ま
し
た
）

「
地
元
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
、良
い

思
い
出
に
」
と
い
っ
た
参
加
さ
れ

た
選
手
の
声
も
多
数
あ
り
、
参
加

選
手
と
交
流
を
深
め
る
大
変
良
い

機
会
で
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
い

た
だ
け
る
方
は
７
月
12
日（
月
）
ま

で
に
大
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
商
工
観
光
課
　
商
工
観
光

係
　
℡
55-

４
９
５
３

本
荘
由
利
一
市
七
町
（
由
利
本
荘
市
）

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

〇
申
込
受
付
期
間
　

　
７
月
20
日
（
火
）
〜

　
　  

　
　
　
　
８
月
20
日
（
金
）

※
土
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は

８
月
20
日
（
金
）
の
消
印
が
あ
る

も
の
に
限
る

〇
試
験
日

　
第
一
次
試
験

　
９
月
19
日
（
日
）

〇
試
験
会
場

　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
平
成
17
年
３
月
に
合
併
し
て
新

た
に
「
由
利
本
荘
市
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
新
市
の
職
員
の
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

①
一
般
行
政
職
上
級

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
58

年
４
月
１
日
ま
で
生
れ
た
人

②
一
般
行
政
職
中
級

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60

年
４
月
１
日
ま
で
生
れ
た
人
で
、

大
学
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

人
を
除
く
。

③
一
般
行
政
職
初
級

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
人

で
、
大
学
、
短
期
大
学
等
を
卒
業

又
は
卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く

①
〜
③
合
わ
せ
て
若
干
名

▼
申
込
書
の
請
求

　
申
込
書
は
平
成
16
年
７
月
20
日

（
火
）
〜
８
月
20
日
（
金
）
ま
で
、

本
荘
市
役
所
総
務
部
総
務
課
、
又

は
各
町
役
場
総
務
課
に
請
求
下
さ

い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
し
、
１
４
０
円
切
手
と
宛
先

を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
て
下

さ
い
。

▼
そ
の
他

　
申
込
手
続
、
試
験
の
方
法
、
提

出
書
類
等
詳
細
は
前
記
へ
申
込
書

を
請
求
し
た
う
え
で
、
要
項
を
熟

読
し
ご
確
認
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
本
荘
市
役
所
総
務
課

℡
24-

６
２
１
２

　
矢
島
町
役
場
総
務
課

℡
55-

４
９
５
１



“こちら情報センター”
光ファイバ網エリア拡大が見込まれる！

第
三
五
〇
回

矢
島
短
歌
会
五
月
例
会
秀
歌

　
　
　
　
　
選
者
　
藤
田
嘉
樹
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

今月のテレビ電話・インターネット配信予定

　　７月11日　参議院議員選挙開票中継

お問い合わせ先　役場企画商工観光課　℡55-4952

ホームページアドレス

　　　  　http://www.town.yashima.akita.jp

eメール　kikaku@town.yashima.akita.jp

や
ま
め
六
月
例
会

　矢島町では、平成14年度に光ファイバ網を
構築してブロードバンドインターネットがで
きるようになり、地域の通信環境が著しく改
善されました。
　しかし、他町においてはADSL
回線によるブロードバンド化が
一部地域に導入されましたが、
NTT局舎から加入者との距離に
より速度が変化するため、地域内格差も発生
し住民から不満の声も出てきております。
　また、都市部では、民間通信事業者による
光ファイバサービスが提供されておりますが、
加入者の見込めない町村部では、企業を中心
に光ファイバサービスへの要望が高まってき
ております。
　このようなことから今年度、由利町や鳥海
町では、国に光ファイバ網の整備を要望して

おります。事業が採択実施されると本町の
サービスを提供することになり、YBネット
のエリアが拡大することになります。
　三町の加入者を合わせると９００加入程度
見込めるため、今後利用料金やサービス提供
部分が改善できることも予想されます。
　現在、ＹＢネットの加入者は、３３１加入
となっており、毎月４～６加入程度の加入者
が増えております。
エリアが拡大すると、急速に加入者も増加す
ることも考えられますので、現在インター
ネットへの接続をお考えの方は、お早めの加
入をお勧めいたします。

更
衣
単
司
の
中
も
更
衣

齋
藤
　
　
瑞

唐
突
に
友
の
訃
を
聞
く
夏
の
朝

金
子
　
京
子

雨
蛙
献
血
バ
ス
の
窓
に
居
る

鞍
馬
　
賢
治

青
海
苔
の
に
お
い
香
ぐ
わ
し
浜
の
昼

正
木
　
禮
子

花
菖
蒲
古
家
守
る
が
に
咲
き
競
う

佐
藤
ア
ヤ
子

病
む
ご
と
く
青
田
の
中
の
休
耕
田

佐
藤
　
勝
男

神
祀
る
乳
房
の
い
ち
ょ
う
青
時
雨

佐
藤
柳
四
郎

片
付
け
ん
と
古
き
手
紙
を
読
み
ふ
け

り
今
日
も
吾
が
部
屋
整
理
は
な
ら
ず

佐
藤
　
ヤ
ス

朝
の
道
な
が
め
て
お
れ
ば
知
る
人
も

知
ら
ざ
る
人
も
通
り
行
く
な
り

伊
東
　
房
代

飴
を
買
う
夫
の
夢
み
て
そ
な
え
た
る

「
コ
ン
ペ
イ
糖
」
は
星
に
似
て
お
り

桜
庭
　
恭
子

初
物
の
山
菜
料
理
か
こ
み
つ
つ
夫
等

の
山
の
話
が
は
づ
む

茂
木
　
富
子

静
か
な
る
「
春
の
院
展
」
あ
こ
が
れ

の
崇
敬
の
絵
に
出
会
う
喜
び

正
木
　
禮
子

み
ず
み
ず
し
く
皿
に
満
し
て
草
蕨
の

浸
し
を
食
ぶ
れ
ば
山
の
香
ぞ
す
る

加
賀
谷
　
栄

新
し
き
義
歯
に
か
む
味
格
別
と
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
七
ヶ
つ
づ
け
ざ
ま
食
ぶ

佐
藤
　
幸
子

母
の
日
よ
り
早
い
け
れ
ど
と
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
嫁
よ
り
受
け
て
心
明
る

し
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
　
マ
サ

新
畳
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
と
拭
き
職
人
が

和
室
の
少
な
く
な
り
し
を
嘆
く

冨
田
　
か
よ

遠
き
日
の
引
揚
の
道
を
子
の
屍
背
負

い
来
し
友
よ
今
は
何
処
に佐

藤
ア
ヤ
子

古
里
の
満
開
の
桜
見
わ
た
し
つ
つ
遥

か
運
動
会
の
父
母
の
声
き
く

佐
々
木
リ
ヨ

泥
流
に
流
さ
れ
い
ま
だ
見
つ
か
ら
ぬ

人
の
無
念
を
ま
た
も
語
ら
う

佐
藤
真
都
子

花
盛
り
め
で
た
る
夜
の
春
霰
あ
ら
ぶ

る
風
に
花
吹
雪
舞
う

金
子
　
京
子

孫
を
得
て
娘
と
の
距
離
も
近
く
な
り

母
の
心
の
言
葉
を
交
す

佐
藤
　
洋
子

明
日
へ
と
続
く
雨
な
ら
や
は
ら
か
く

夜
明
け
の
光
曵
き
て
降
る
べ
し

佐
藤
千
賀
子

夜
昼
を
分
か
た
ず
一
日
点
滴
に
縛
ら

れ
て
居
り
無
聊
な
が
ら
に金

子
　
四
郎

雪
埋
め
し
谷
の
在
り
処
を
陰
ら
せ
て

朝
日
に
映
ゆ
る
雪
の
鳥
海
嶺

藤
田
　
嘉
樹

み
ん
な
の
善
意

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町
社
会
福

祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し
て

寄
付
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
上
ノ
平
・
佐
藤
博
紀
様

　（
御
尊
父
岩
雄
氏
香
典
返
し
）

○
九
日
町
・
佐
藤
昭
一
様

　（
御
母
堂
ミ
ツ
ヨ
氏
香
典
返
し
）

○
舘
町
・
佐
藤
寅
蔵
様

　（
御
令
室
利
也
子
氏
香
典
返
し
）

○
大
川
原
・
加
藤
英
明
様

　（
御
母
堂
綾
子
氏
香
典
返
し
）

○
九
日
町
・
三
浦
悟
様

　（
御
尊
父
松
夫
氏
香
典
返
し
）

○
丸
森
・
佐
藤
剛
様

　（
御
尊
父
久
夫
氏
香
典
返
し
）

ど
く
だ
み
の
暮
れ
て
も
白
き
十
字
花

佐
藤
ト
キ
女

拍
手
の
こ
だ
ま
す
社
風
薫
る

齋
藤
　
　
茂

全
町
の
健
康
診
断
風
か
を
る

佐
藤
木
の
実

名
刹
の
裏
参
道
や
桐
の
花北

島
や
す
雄



情報ひろば
- Information -お

知
ら
せ

プ
ー
ル
監
視
人
・

監
視
補
助
員
募
集

　
次
に
よ
り
、
小
学
校
プ
ー
ル
の

監
視
人
及
び
監
視
補
助
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

　
・
監
視
人
　
２
名

　
・
補
助
員
　
９
名

▼
応
募
資
格

　
☆
監
視
人

　
　
・
町
内
在
住
の
成
人
者

　
☆
補
助
員

　
　
・
町
内
在
住
で
泳
げ
る
高
校

　
　
　
生
、
大
学
生
（
専
門
学
生
）

　
　
　
及
び
一
般

▼
雇
用
期
間

　
☆
監
視
人
　

　
　
７
月
23
日
〜
８
月
24
日

　
☆
補
助
員
（
高
校
生
）

　
　
７
月
23
日
〜
８
月
20
日

　
☆
補
助
員
（
一
般
・
大
学
生
）

　
　
８
月
21
日
〜
８
月
24
日

▼
勤
務
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜午

後
４
時
30
分

▼
賃
　
金

　
・
監
視
人
　
　
７
、
１
５
０
円

　
・
補
助
員
　
　
５
、
３
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
間

　
７
月
７
日
（
水
）
ま
で
履
歴
書

を
持
参
の
上
、
日
新
館
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
日
新
館
　
　
℡
56-

２
２
０
４

※
　
採
用
者
を
対
象
に
７
月
17
日

（
土
）
午
後
１
時
よ
り
日
新
館
で
応

急
手
当
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

自
衛
官
等
募
集
案
内

　
防
衛
庁
で
は
来
春
入
隊
予
定
者

（
男
女
）
を
対
象
に
次
の
と
お
り
募

集
を
行
い
ま
す
。

①

防
衛
大
学
校

②

防
衛
医
科
大
学
校

③

看
護
学
生

④

航
空
学
生

⑤

一
般
曹
候
補
学
生

⑥

曹
候
補
士

⑦

二
等
陸
海
空
士

▼
受
付
期
間

①
は
９
月
５
日
か
ら
10
月
12
日
ま

で
、

②
〜
③
は
９
月
13
日
か
ら
10
月
12

日
ま
で
、

④
〜
⑦
は
８
月
６
日
か
ら
９
月
７

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
試
験
日
等
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
自
衛
隊
本
荘
募
集
事

務
所(

℡
22-

３
４
７
９)

へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

▼
採
用
予
定
人
員
　
上
級
若
干
名

▼
職
務
内
容
　

　
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査

　
支
払
事
務

▼
受
験
資
格

・
昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　
58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
者

・
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
者
で
大
学
卒
ま
た
は
平

　
成
17
年
３
月
卒
業
見
込
の
者

▼
試
験
内
容

・
第
１
次
試
験
（
筆
記
試
験
）
上
級

　（
大
学
卒
程
度
）の
一
般
的
知
識

　
の
筆
記
試
験

・
第
２
次
試
験
（
口
述
試
験
・
作

　
文
）
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対

　
し
て
行
う

▼
受
付
期
間

　
７
月
28 

日
（
水
）
〜

８
月
19 

日
（
木
）

▼
試
験
日
時

・
第
１
次
試
験

　
９
月
19 

日
（
日
）
午
前
９
時
受

　
付
開
始

　最近、矢島警察署管内でも車上狙いが発生
しております。
　ほんの数分でも車を離れる際は、必ずドア
ロックをしましょう。

●狙われやすい場面
①コンビニなどでの買い物中。
②人けのない暗い場所での駐車。
③夜間駐車（自宅敷地内外問わず）。
④山菜取りの最中など。
また、7月は鮎釣りのシーズンとなります。
愛好者の方は、十分気を付けましょう。

　５月下旬から矢島町内にも、架空請求のは
がき、封筒等が送致されております

①　有料サイトの未納料金、アダルトサイト
　の利用料金の債権譲渡による請求
②　インターネットの音楽データーのファイ
　ル、ソフトの著作権の損害賠償の請求、と
　和解案としての請求
③　金融機関からの債権回収依頼と債権者代
　理人として強制執行の通知

●対策
　　電話番号等が記載されておりますが、悪
　質な業者ですので、連絡をせず無視して下
　さい。

上記についての相談・問合せは　矢島警察署　　矢島町役場生活環境課（℡５５ -４９５９）まで

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

生活・環境課からのお知らせ



・
第
２
次
試
験

　
11
月
上
旬

▼
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験
会
場

　
秋
田
経
済
法
科
大
学

・
第
２
次
試
験
会
場

　
秋
田
県
市
町
村
会
館
５
階

▼
受
験
申
込
先
及
び
お
問
合
せ
先

秋
田
市
山
王
４
丁
目
２
―
３

秋
田
県
市
町
村
会
館
内

秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
総
務
課

℡
０
１
８
（
８
６
２
）
６
８
６
４

申
込
書
を
郵
送
希
望
す
る
場
合
は

「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
の
う
え
、
宛
先
を
明
記

し
一
二
〇
円
切
手
貼
付
の
返
信
用

封
筒
（
Ａ
４
版
）
を
同
封
し
て
請

求
す
る
こ
と
（
受
験
票
は
受
付
後

す
べ
て
郵
送
い
た
し
ま
す
）

平
成
16
年
度

共
に
生
き
る
た
め
の
家
庭
教
育
事
業

家
庭
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
開
催
日
　

　
７
月
31
日
（
土
）
13
時
よ
り

▼
会
　
場
　

　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容

　「
家
庭
教
育
っ
て
何
？
」を
テ
ー

　
マ
に
、
子
育
て
や
家
族
、
家
庭

　
教
育
に
対
す
る
思
い
を
語
り
あ

　
う
会
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　

学
習
推
進
班

℡
０
１
８
（
８
６
５
）
１
１
７
１

FAX
０
１
８
（
８
２
４
）
１
７
９
９

平
成
17
年
度
使
用
小･

中
高
等

学
校
教
科
書
展
示
会

▼
日
時

　
６
月
18
日
（
金
）

〜
７
月
７
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
　

　（
日･
月
曜
を
除
く
）

▼
場
所

　
本
荘
教
科
書
セ
ン
タ
ー

              

（
市
立
図
書
館
１
階
）

▼
問
合
せ

　
市
教
育
研
究
所

（
℡
22-

２
７
０
７
）

や
さ
い
王
国

５
周
年
記
念
セ
ー
ル
開
催

　
矢
島
産
の
新
鮮
野
菜
等
の
直
売

所
と
し
て
皆
様
に
ご
利
用
頂
い
て

い
ま
す
「
や
さ
い
王
国
」、
今
年
６

月
で
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
５
周
年
記
念
セ
ー
ル
を
開
催

し
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
開
店

　
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
内
容

　
う
ち
わ
も
ち
・
焼
き
鳥
・

　
こ
の
葉
ま
ま
等
の
販
売

交
通
事
故
相
談
所
の
利
用
案
内

  

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
の
相

談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

▼
場
　
所

　
秋
田
県
由
利
地
域
振
興
局

▼
担
当
者
　
交
通
事
故
相
談
員

▼
日
　
時

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分

　（
た
だ
し
、
毎
月
第
２
水
曜
日
・

　
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

▼
内
　
容
　
事
故
後
の
手
続
き
、

　
損
害
賠
償
等

▼
問
合
せ
　
事
前
に
電
話
し
て
い

　
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す

　
℡
22-

５
４
３
２

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
住
宅

　
　
　
　
山
寺
南
住
宅
　
一
戸

▼
敷
　
金
　
　
家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格

　
ア
　
同
居
親
族
が
い
る
こ
と

　
　
　
（
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

　
　
　
の
方
は
特
例
事
項
が
あ
り

　
　
　
ま
す
。
単
身
者
で
も
特
例

　
　
　
に
よ
り
入
居
可
能
で
す
。）

　
イ
　
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
ウ
　
公
営
住
宅
法
で
定
め
ら
れ

　
　
　
て
い
る
収
入
基
準
内
で
あ

　
　
　
る
こ
と
。

　
エ
　
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ

　
　
　
と
。

　
オ
　
入
居
時
点
で
矢
島
町
に
住

　
　
　
民
登
録
が
で
き
る
こ
と
。

▼
家 

賃
　

　
収
入
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
最
低
家
賃
は
２
１
、
８
０
０

円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
に
共

益
費
が
３
、
０
０
０
円
程
度
と
な

り
ま
す
。

▼
募
集
〆
切
　
７ 

月
16
日
（
金
）

▼
収
入
基
準
、
そ
の
他
詳
細
に
つ

い
て
は
、
役
場
建
設
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
55-

４
９
５
５
）

秋
田
県
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
主

催
の
肢
体
障
害
者
の
義
肢
の
巡
回

相
談
が
左
記
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
21
日
（
水
）

    

　
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

▼
場
所
　
本
荘
市
鶴
舞
会
館

　
　
　
　
　（
℡
24-

２
９
１
１
）

　
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
矢
島

町
役
場
福
祉
保
健
課
（
℡
55-

４
９

６
０
）
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　　　　　　　　　　郷土資料館企画展

２００３年度矢島町発掘報告展
　資料館で開催中の成沢・矢越調査区と田沢瓦窯跡調査報告展に、７月3日(土)から8月29日(日)まで、

本荘市上谷地遺跡・新谷地遺跡出土品がおめみえします。２遺跡は矢島町で初めて墨書土器が出土した成

沢・矢越調査区と同時期の平安時代の遺跡です。約1200年前の古代由利郡の世界をお楽しみください。

・期　　間　8/29（日）まで（休館日：毎週月曜日・7/20）

・開館時間　9:00～17:00　入館無料

　お問い合わせ　矢島町教育委員会（日新館）・郷土資料館　0184-56-2203

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
開
催



５月救急月報（矢島地区消防組合）

※
正
解
者
１
名
に
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　（
解
答
例  

Ｃ
―
３
・
Ｆ
―
１
）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
先

　
矢
島
町
七
日
町
字
上
山
寺
29

　
廣
祐
寺
内

　
や
し
ま
囲
碁
同
好
会

●
締
切
は
、
毎
月
10
日
ま
で

　
死
活
問
題
、
す
べ
て
黒
先
で

す
。

　
黒
番
一
手
示
し
て
下
さ
い
。

（
６
月
号
解
答
）

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
…
　

囲

碁

講

座

　

　人身交通事故　　0件　
（平成16年6月）　

　交通死亡事故ゼロ日数  　

　　　　　　　180日

交通事故の発生状況
（平成16年6月24日現在）

矢
島
町
優
良
特
産
品

認
定
事
業
の
お
知
ら
せ

　
矢
島
町
観
光
協
会
で
は
、品
質
、

デ
ザ
イ
ン
、
市
場
性
等
に
優
れ
た

商
品
を
特
産
品
と
し
て
認
定
し
宣

伝
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
認
定
基
準

　
原
材
料
が
町
内
で
生
産
又
は
製

　
造
さ
れ
た
物
。

　
商
品
の
製
造
又
は
加
工
の
最
終

　
工
程
が
町
内
で
行
わ
れ
た
物
。

▼
申
請
者
の
資
格

　
町
内
で
製
造
加
工
し
て
い
る
個

　
人
又
は
団
体
。

▼
宣
伝
活
動

　
認
定
さ
れ
た
商
品
に
は
、
認
定

　
シ
ー
ル
等
で
表
示
し
、
観
光
協

　
会
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

　
紹
介
及
び
宣
伝
を
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　
平
成
16
年
度
分
は
７
月
末
日

▼
問
い
合
わ
せ

　
矢
島
町
観
光
協
会
事
務
局

　（
矢
島
町
役
場
商
工
観
光
係

　
　
電
話
55
‐
４
９
５
３
）

乾
燥
秋
田
ス
ギ
柱
材
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
県
で
は
秋
田
ス
ギ
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
住
宅
を

新
築
さ
れ
る
方
に
「
乾
燥
秋
田
ス

ギ
柱
材
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
提
供
材

は
、
含
水
率
20
％
以
下
の
乾
燥
秋

田
ス
ギ
柱
材
で
、
規
格
は
12
㎝
角
、

長
さ
３
ｍ
を
標
準
と
し
、
１
戸
あ

た
り
90
本
を
上
限
と
し
ま
す
。

　
今
回
は
50
戸
分
の
柱
材
を
用
意

し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
募
集

期
間
は
７
月
１
日
〜
22
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
申
込
先
は
「
あ
き

た
県
産
材
利
用
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

　
な
お
、申
込
書
は
市
町
村
役
場
、

地
域
振
興
局
（
農
林
部
森
づ
く
り

推
進
課
、
建
設
部
建
築
課
）
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
「
あ
き

た
県
産
材
利
用
セ
ン
タ
ー
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。

矢
島
町
役
場
農
林
課

（
℡
55-
４
９
５
６
）

寿
康
苑
か
ら
お
知
ら
せ

　
６
月
17
日
の
13
回
矢
島
町
長
旗

争
奪
戦
並
び
に
第
24
回
矢
島
町
老

人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
70
名

の
参
加
者
が
日
頃
の
練
習
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
優
　
勝
　
祝
寿
会

　
準
優
勝
　
寿
福
会
Ｂ

　
３
　
位
　
寿
会
　
楽
生
会

◎
第
14
回

　
　
　「
夏
の
お
さ
ら
い
会
」開
催

　
矢
島
町
お
ど
り
の
会
の
皆
様
に

よ
り
ま
す「
夏
の
お
さ
ら
い
会
」を

開
催
し
ま
す
。

　
お
誘
い
の
合
わ
せ
の
上
、
是
非

お
い
で
下
さ
い
。

▼
日
時
　
　
７
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
開
演
　

▼
場
所
　
　
寿
　
康
　
苑

◎
営
業
時
間
の
変
更

　『
や
し
ま
夏
ま
つ
り
』の
７
／
31

（
土
）
は
午
後
10
時
ま
で
営
業
し
ま

す
。

(
入
浴
は
午
後
９
時
半
ま
で)

ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
休
館
日
の
変
更

　
８
／
１(

第
１
日
曜
日)

は
営
業

し
ま
す
。
代
わ
り
に
８
／
２
（
月
）

は
休
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
９
回
　
子
吉
川
フ
ェ
ア

▼
日
時
　
７
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時

▼
場
所
　
ア
ク
ア
パ
ル

▼
内
容
　

　
友
水
公
園
水
辺
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、

　
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
フ
リ
ー

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
各
市
町
物
産

　
コ
ー
ナ
ー
、
消
防
は
し
ご
車
と

　
放
水
体
験
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
、

　
親
子
船
上
観
察
会
な
ど

▼
問
合
せ
先

　
ア
ク
ア
パ
ル（

℡
22-

５
６
１
１
）
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